
2026 年2月

一般社団法人リペア会試験委員会
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構造物の補修・補強技士

受験手続のご案内

構造物の補修・補強技士は、国土交通省の
民間技術者資格に登録されています。

橋梁（鋼橋）点検 （品格技資第253号）
橋梁（鋼橋）診断 （品格技資第255号）
橋梁（コンクリート橋）点検 （品格技資第257号）
橋梁（コンクリート橋）診断 （品格技資第261号）



(1) Web 講習：5月31日～6月6日

(2) 試 験 日：6 月 7 日（日）
選択式試験：14:00～15:00
記述式試験：15:20～16:20

各試験会場とも13:00から受付開始

構造物の補修・補強技士資格 受験手続きについて

２．申込み受付期間

申込み受付期間：2026年3月9日(月) ～ 2026年5月10日(日)

１． 手続きの流れ

全体の手順は以下の通りです。詳細は、以降の各項目をご確認の上、手続きをお願いい
たします。

審査・認定
合格発表は8月中旬

ホームページで発表します。

①

②

Web申込み

（一社）リペア会 受験者

ホームページに掲載
2026年2月中旬

要件確認

お申込み web登録 (P.4)
2026年5月10日まで

※写真及び振込表(コピ－)他
のアップロード

受付後 URL及び
パスワード送信

③

④

資格証の郵送
9月中旬

郵送

2

メール送信

⑤



3. 受講・受験資格

下記、学歴又は資格により該当する者

学歴または保有資格
実務経験年数

指定学科 指定学科以外

・大学
・専門学校を卒業し「高度専門士」と称する者 1年以上 1年以上

・短期大学・高等専門学校
・専門学校を卒業し「専門士」と称する者 1年以上 1年6ヶ月以上

・高等学校
・専門学校 1年6ヶ月以上 2年以上

・業団体が認定する関連資格を保有 資格取得後 2年以上

指定学科：建築学、土木工学、都市工学、衛生工学、電気工学又は機械工学に関する学科

資格：2級施工管理技士同等以上の資格を有する者

【例】コンクリート診断士、コンクリート構造診断士、2級構造物診断士、上級土木技術者
RCCM（部門問わず）、測量士、コンクリート技士、コンクリート主任技士、技術士
2級土木施工管理技士、2級建築施工管理技士、1級建築施工管理技士、2級建築士
第二種電気工事士、道路橋点検士、地質調査技士、河川点検士、橋梁点検士など

実務経験：構造物の補修・補強に関する調査、設計、施工、及び、材料製造に関する経験
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4．申込みの手順

申込みはホームページの【お申し込みはこちらから】より入力下さい。
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2026年度構造物の補修・補強技士資格申込フォーム

https://form.qubo.jp/repairkai-shiken

https://form.qubo.jp/repairkai-shiken
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5. 2026年度業務経歴証明書
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6．受講・受験手数料

受講・受験手数料： 28,600円（消費税込、テキスト送付含む）

振込先：三井住友銀行西宮支店普通預金 8734437

（イッパンシャダンホウジンリペアカイ）

振込人名義：個人名（フルネーム）

なお、数名分をまとめて振り込まれる際は、振込人名義と受験者氏名を

下記アドレスまでご連絡ください。

honbu@repairkai.or.jp

7．講習及び試験日

講習期間：5 月 31  日～ 6 月 6 日（オンデマンド講習）

試 験 日：6 月 7 日（日）13:20から受付開始

選択式試験：14:00～15:00（30題：60分）

記述式試験：15:20～16:20（経験論文800字：60分）

※記述式試験問題例はホームページでご確認ください。
※CPD・CPDSの取得単位はホームページでご確認ください。
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８. 合格発表

合格発表は2026年8月初旬予定でホームページに掲載いたします。
受験者本人には、ホームページで掲載した旨をメール連絡いたします

９. 登録

・合格者は、資格者登録することで「構造物の補修・

補強技士」の名称を使用することができます。

・登録費用は、5,500円（消費税込）とします。名簿

に記載のうえ、登録証を発行します。

・資格登録者名簿は、リペア会事務局で管理します。

また、名簿に記載された個人情報は、

・資格登録者の管理以外の目的に使用することはあり

ません。
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